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■
今
、
選
挙
を
考
え
る

　
日
本
で
は
じ
め
て
選
挙
が
行
わ

れ
た
の
は
１
８
９
０
年
（
明
治
23

年
）
７
月
の
第
１
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
す
。
当
時
、
女
性
に
は

政
治
に
参
加
す
る
権
利
が
無
く
、

男
性
も
直
接
国
税
を
15
円
以
上
納

め
て
い
る
25
歳
以
上
の
人
に
限
ら

れ
る
な
ど
、
選
挙
は
日
本
国
民
の

約
1
％
の
人
だ
け
の
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
徐
々
に
要
件
が
緩
和

さ
れ
、
25
歳
以
上
の
男
性
全
て
に

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
の
が

１
９
２
５
年
（
大
正
14
年
）。
女

性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

そ

れ

か

ら

20

年

も

経

っ

た

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
で
、

こ
の
時
に
選
挙
権
年
齢
が
20
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に

は
、
人
口
減
少
社
会
の
日
本
を
担

う
10
代
の
若
者
た
ち
に
も
政
治
参

加
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

18
歳
・
19
歳
に
選
挙
権
が
拡
大
。

全
国
で
２
４
０
万
人
の
有
権
者
が

新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
選
挙
は
あ
な
た
が
政
治
と
つ
な

が
る
か
け
が
え
の
な
い
機
会
で
す
。

選
挙
を
通
し
て
政
治
に
声
を
届
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
世
代
間
の
投
票
格
差

　
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
年
代
別

投
票
率
（
資
料
１
）
を
見
る
と
、

私
と
政
治
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
夏
が
は
じ
ま
る

特  
集

　平成28年６月に施行された改正公職選挙法により、選挙権年齢が18歳以上に引き下げられて６年。
これまでに多くの若者が新しい有権者として、その一票を投じてきました。一方で、投票しない若
者も少なくないのが現実です。総務省の調査によると、選挙年齢引き下げ後、はじめての国政選挙
となった平成28年7月の参議院議員通常選挙で46.78％を記録した10代の投票率も４年後には32.28％
まで低下。20代の投票率（30.96％）に次ぐ低さとなりました。
　選挙は、私たちと政治をつなぐものです。あなたが投じる一票が、毎日の暮らしを左右します。
未来を担う若者たちに選挙の大切さを伝えるための取り組みをお伝えします。

届
け
！ 

私
の
一
票
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❖特集　届け！私の一票

　甲佐町選挙管理委員会では、18歳から有権者

となる甲佐高校３年生に向けて、選挙を身近に

感じてもらうための出前授業を開催しています。

　社会との関わりが限定的な高校生が「選挙に

関心が持てない」とか「誰に投票したらいいか

わからない」といった意見を持つのは自然なこ

とかもしれません。しかし、これからの社会を

支えていくのは若者世代の皆さんです。進学や

就職を控えた高校３年生が社会について理解を

深めるためにも、選挙について考えてみてくだ

さい。政党や候補者が自らの考えをＳＮＳやイ

ンターネットで発信しています。あなたの声を

託すことができる候補者を見つけましょう。

選 挙 で 考 え る

私たちの暮らし

甲佐町選挙管理委員会

本田 奈美子 参事

■町選挙管理委員会が行う甲佐高校での出前授業

前
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
60

代
が
最
も
高
く
、
唯
一
60
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
10

代
・
20
代
の
投
票
率
は
そ
の
半
分

程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
若
い
世
代
で
の
投
票
率
が
高
く

な
い
の
は
、
本
町
で
も
同
様
で
す
。

平
成
28
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
本
町
の
10
代
の
投
票
率
は

39
・
１
％
と
全
国
平
均
（
46
・

78
％
）
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
現
在
の
本
町
の
世
代

別
有
権
者
数
（
資
料
２
）
を
見
る

と
、
10
代
と
20
代
の
有
権
者
数
を

合
わ
せ
て
も
町
全
体
の
１
割
に
も

満
た
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

投
票
率
が
低
い
ま
ま
で
は
、
貴
重

な
若
者
の
声
を
政
治
に
届
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
若
者
に
向
け
た
政
策
を
積
極
的

に
実
施
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

選
挙
に
参
加
し
、
声
を
届
け
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
選
挙
は
未
来
へ
の
投
資

　
日
常
の
中
で
政
治
と
の
つ
な
が

り
を
直
接
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
道
路

な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
や
年
金
・

医
療
な
ど
の
社
会
福
祉
、
少
子
高

齢
化
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
が
政
治
に
左
右
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

H19年 H22年 H25年 H28年 R １年

70

60

50

40

30

％

32.28

30.96

45.99

45.99

48.80

55.43
56.31

63.58

■参議院議員通常選挙における年代別投票率（全国）

60代

50代

70代以上

40代

全体

30代

10代

20代

出典：総務省ホームページ

■第26回参議院議員通常選挙の有権者比率（甲佐町）

10代1.86％
（162人）

20代7.71％
（673人）

30代9.74％
（850人）

40代13.09％
（1,143人）

50代12.64％
（1,103人）

70代19.29％
（1,684人）

80代以上18.19％
（1,588人）

60代17.48％
（1,526人）

出典：甲佐町選挙管理委員会
６月21日現在

資料１

資料２
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■
模
擬
選
挙
で
学
ぶ
投
票
の
意
義

　
若
者
の
投
票
率
が
低
迷
す
る
中
、

（
公
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
が
若
年
層
を
対
象
に
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
選
挙
に
行
か
な

か
っ
た
理
由
の
上
位
に
は
「
面
倒

だ
っ
た
か
ら
」
や
「
選
挙
に
あ
ま

り
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
」、「
ど

の
政
党
や
候
補
者
に
投
票
す
べ
き

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
な
ど

が
並
ん
で
い
ま
す
。
若
い
世
代
が

選
挙
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め

に
も
、
出
前
授
業
や
模
擬
選
挙
を

通
し
て
投
票
意
欲
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
６
月
１
日
（
水
）
甲
佐
高
校

（
堀
川
丞
美
校
長
）
で
は
、
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

か
ら
は
じ
め
て
迎
え
る
国
政
選
挙

を
前
に
、
生
徒
会
役
員
選
挙
を
兼

ね
た
模
擬
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
約
６
年
前
か
ら
実
際

の
選
挙
で
使
用
さ
れ
る
投
票
箱
な

ど
を
用
い
た
模
擬
選
挙
を
毎
年
実

施
。
生
徒
た
ち
が
一
票
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
投
票
に
先
立
ち
、
堀
川
校
長
が

「
し
っ
か
り
考
え
て
一
票
を
投
じ

て
く
だ
さ
い
。
実
際
の
選
挙
に
備

え
て
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
生
徒
た
ち
は
、

順
番
に
入
場
券
を
受
付
で
投
票
用

紙
と
交
換
。
記
載
台
で
候
補
者
の

氏
名
を
記
入
し
、
投
票
箱
に
投
函

し
ま
し
た
。

甲佐高校３年生が考える「選挙」

　甲佐高校では、生徒たちが有権者とし

ての自覚を持つきっかけづくりに取り組

んでいます。模擬選挙は、甲佐町選挙管

理委員会から実際の選挙で使う投票箱や

記載台を借りて実施します。学生生活の

中で本物に触れることで、有権者として

社会と関わる意識を高めてほしいです。

模擬投票を通して

有権者の自覚を

甲佐高校 公民科教諭

小嶋 誠 先生

　公職選挙法の改正から６年が経ち、18歳からの選挙参加が当たり前となりました。今年度からは、
成人年齢引き下げに伴い、大人としての判断も求められている高校３年生たち。大人の一歩を踏み出
しはじめた彼らが「選挙」についてどう考えているのか聞いてみました。

　模擬選挙を体験して、投票は手軽で簡単だと感じま

した。それほど時間もかからないので、買い物などの

外出のついでに投票所に立ち寄ればいいのではと思い

ます。僕は進学を希望しているので、選挙公約を確認

して、教育格差のない社会の実現につながる候補者を

選んで、投票したいです。

若 い 世 代 の 声 を

政 治 に 届 け る

甲佐高校３年

原 琉樹 さん（熊本市）

　コロナ禍で実施された臨時休校やワクチン接種など

を通して、政治が私たちにも身近なものなんだと知り

ました。毎日の暮らしを良くするためにも、私たちが

政治に無関心ではいけないと感じます。まずは候補者

や政党などについて、家族と話し合うことからはじめ

てみようと思います。

コ ロ ナ 禍 で 知 っ た

私と政治とのつながり

甲佐高校３年

伊藤 悠莉 さん（下横田区）

模
擬
選
挙
で
投
票
を
身
近
に
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■
選
挙
に
つ
い
て
友
人
や
家
族

　

と
一
緒
に
考
え
よ
う

　
こ
の
夏
行
わ
れ
る
第
26
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
は
、
成
人
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
て
最
初
の
国
政

選
挙
で
す
。
18
歳
成
人
と
な
っ
た

彼
ら
に
は
、
大
人
と
し
て
社
会
と

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
選
挙
で
自
ら
の
考
え
を

政
治
に
届
け
る
こ
と
は
、
社
会
参

加
の
入
口
で
す
。

　
世
界
で
最
も
高
齢
化
が
進
む
私

た
ち
の
国
は
、
社
会
そ
の
も
の
を

維
持
し
て
い
く
上
で
、
世
界
が
ま

だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
解
決
し
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
も
、
若
者
た
ち
が
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
選

挙
は
、
そ
の
第
一
歩
。
あ
な
た
の

声
を
届
け
る
た
め
に
、
そ
の
一
票

を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
誰
に
投
票
し
た
ら
い
い
か
迷
っ

た
と
き
は
、
学
校
の
先
生
や
友
人
、

家
族
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
先
輩
た
ち
が
き
っ
と
あ
な

た
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
。

あ
な
た
と
政
治
を
つ
な
ぐ
夏
が
、

は
じ
ま
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
選
挙
管
理
委
員
会

　（
町
総
務
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　（
内
線
２
２
２
）

❖特集　届け！私の一票

７月10日（日）午前７時～午後６時

参議院議員通常選挙の投票日
  １．対 象 者
　平成16年７月11日以前生まれで、令和４年３月21日までに甲佐町に転入届を提出し引き続き
住んでいる人　※投票当日に甲佐町の選挙人名簿に登録されている必要があります。

  ３．期日前投票
　仕事や病気、レジャーなどで投票日に投票できない人のために設けられた制度が「期日前投
票」です。７月10日（日）に投票ができない人は、住所地に郵送された「投票所入場券」（裏面
の「期日前投票の宣誓書」に記入したもの）を持って、下記の期日前投票所へお越しください。
・場所　町役場１階・ギャラリーモール
・日程　６月23日（木）～７月９日（土）午前８時30分～午後８時

  ４．不在者投票
　次のいずれかに当てはまる場合は、それぞれの場所で不在者投票
ができます。申請の方法や期限などの詳細は、あらかじめ町選挙管
理委員会へお尋ねください。
・仕事や旅行などで遠隔地に滞在し、甲佐町で投票ができない場合
　→ 滞在地の選挙管理委員会
・都道府県の選挙管理委員会指定の病院などに入院・入所中の場合
　→ 入院・入所中の病院など
・投票日には18歳を迎えるが、期日前は投票時点で未だ17歳の人
　→ 期日前投票所（町役場１階・ギャラリーモール）

  ２．代理投票・点字投票
　手や目が不自由で字を書けない人のために、代理投票や点字投票の制度があります。
・代理投票　投票所の職員が代理であなたの意思を代筆します。
・点字投票　点字器を使って投票ができます。希望する場合は、投票所で申し出てください。

　第26回参議院議員通常選挙では、「候補者名」を記載して投票する選挙区選挙と「候補者名」
または「政党名」を記載して投票する比例代表選挙が行われます。
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甲佐町職員採用試験

キ
ミ
の
可
能
性
を
甲
佐
町
に
！

令和４年度

期　　日：９月18日（日）
場　　所：県立御船高等学校
申込受付：７月25日（月）～８月12日（金）

一
次
試
験

区　分 職　種 採 用 予 定 人数 受 験 資 格

高等学校卒業程度 一般事務 ２人程度 平成４年４月２日～平成17年４月１日に生れた者

■資格区分および採用予定人数

※受験資格……①日本国籍を有する人　　②地方公務員法第16条各号に当てはまらない人

■
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

①
持
参
ま
た
は
郵
送

　
郵
送
の
場
合
は
、
町
発
行
の
採

用
試
験
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
84
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
宛
先
、
郵
便
番
号
を

明
記
）
を
同
封
し
、「
甲
佐
町
職

員
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し

て
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、
町
総
務
課
窓

　
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申

請
）

　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
試
験

案
内
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
方

法
」
を
熟
読
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　
７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
12
日

（
金
）

※�

郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、

　
８
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

　
で
に
正
常
に
到
達
し
た
も
の
に

　
限
り
有
効
で
す
。

▼
一
次
試
験
内
容

・
教
養
試
験
（
一
般
知
識
、
文
章

　
理
解
、
判
断
・
数
的
推
理
、
資

　
料
解
釈
）

・
適
性
検
査
（
作
業
能
力
お
よ
び

　
職
務
へ
の
適
応
性
）

・
作
文
試
験

▼
二
次
試
験
内
容

　
個
人
面
接
ほ
か

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　（
内
線
２
２
１
）

　経営係の一員として、農家の皆さん

のサポートをしています。

　祖父母が米やみかんを生産していた

こともあり、子どもの頃から農業は身

近なものでした。甲佐の田園風景は、

私が守りたいふるさとそのものです。

この景色を守り継ぐ農家の皆さんに少

しでも恩返しできればと思います。

　あなたも町職員として、甲佐の未来

のために働いてみませんか。

令和２年度入庁

農政課

井上将理さん
（西寒野区）

　先輩の声
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■
10
月
１
日
か
ら
２
割
負
担
区
分

　

が
新
設
さ
れ
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
新
た
に

窓
口
で
の
２
割
負
担
区
分
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
４
年
度
は
保
険

証
を
２
回
交
付
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

に
記
載
し
て
あ
る
窓
口
負
担
割
合
は
、
令

和
４
年
度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
を
基
に

判
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
」（
黄
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
（
日
）
で
す
。
現
在
の
被
保
険
者
証
は
、

８
月
１
日
（
月
）
以
降
に
処
分
す
る
か
、

町
住
民
生
活
課
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
使
用
で
き
る
被

保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期

限
は
９
月
30
日
（
金
）
で
す
。

　
新
制
度
に
対

応
し
た
新
し
い

保
険
証
（
薄
青

色
）
は
、
9
月

中
に
簡
易
書
留

等
で
郵
送
し
ま

す
。
有
効
期
間

は

10

月

１

日

（
土
）
か
ら
令

和
５
年
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
（
黄
色
）
も
、
７
月
31
日
（
日
）

に
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
８
月
１
日

（
月
）
以
降
も
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に

は
、
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
送
り
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
の
保
険
料
が
決
定

　
令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
、
４
月
１
日

時
点
の
世
帯
構
成
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
額
は
、均
等
割
額（
５
万
４
０
０
０

円
）
と
所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の
所
得

額
の
10
・
26
％
）
を
合
計
し
た
金
額
で
、

年
額
66
万
円
が
上
限
額
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　
所
得
の
低
い
人
は
、
保
険
料
の
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
均

等
割
額
の
軽
減
は
、
世
帯
（
被
保
険
者
と

世
帯
主
）
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
を

基
に
計
算
し
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の

前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
資
格
取
得
後
２
年
間

は
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割

額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
決
定
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
徴
収
は
、
７
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
７
月
中
旬
に
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
に
「
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

通
知
書
に
保
険
料
や
徴
収
方
法
な
ど
を
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
確
認

い
た
だ
き
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
▼�

お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
７
）

後期高齢者医療制度の
被保険者証の変更や保険料などについて

甲佐町職員採用試験
令和４年度▲新制度に対応した新しい保険証

み ほ ん

入院時の食事代
（１食あたり）

460円

指定難病患者の人などは
260円の場合もあります

過去12カ月で90日までの入院

210円
過去12カ月で91日目からの入院

160円
100円

自己負担限度額
外来＋入院（世帯単位）

25万2600円＋（総医療費－84万2000円）×１％

＜４回目以降　14万100円＞※１

16万7400円＋（総医療費－55万8000円）×１％

＜４回目以降　9万3000円＞※１

8万100円＋（総医療費－26万7000円）×１％

＜４回目以降　4万4400円＞※１

5万7600円

４回目以降4万4400円※１

2万4600円

1万5000円

外来（個人単位）

1万8000円※２

（年間上限14万4000円）

8000円

8000円

所得区分

現役並み所得者Ⅲ
（住民税課税所得
690万円以上の人）
現役並み所得者Ⅱ

（住民税課税所得
380万円以上の人）
現役並み所得者Ⅰ

（住民税課税所得
145万円以上の人）

一　般　Ⅱ
（令和４年10月1日から適用）

一　般　Ⅰ

区分Ⅱ※３

区分Ⅰ※４

負担
割合

３割

２割

１割

※１　過去12カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は＜＞内の金額となります。
※２　１万8000円または｛6000円 +（医療費−3万円）×10％｝の低い方を適用
※３　区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の人（区分Ⅰ以外の人）
※４　区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費や控除額（年金所得金額から80万円（給与所得
　　　がある場合は給与所得金額から10万円））を差し引いたときに０円となる人

■医療費の自己負担限度額（月額）
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５
月
26
日
（
木
）
移
動
販
売
車
が

若
草
保
育
園
を
訪
れ
、
園
児
50
人
が

買
い
物
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
会
は
、
園
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
要
望
を
き
っ
か
け
に
、
移
動
販

売
車
「
と
く
し
丸
」
が
協
力
し
て
実

現
。
子
ど
も
た
ち
は
食
事
会
の
材
料

と
し
て
野
菜
や
お
肉
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

甲
斐
柚
妃
ち
ゃ
ん
（
下
豊
内
区
）

は
「
は
じ
め
て
の
体
験
で
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
お
買
い
物
し
た
い
」
と
笑

顔
で
答
え
ま
し
た
。

　

移
動
販
売
車
を
運
行
す
る
西
山
健

治
さ
ん
は
「
保
育
園
で
の
販
売
は
、

は
じ
め
て
。
小
さ
な
お
客
さ
ん
に
も

移
動
販
売
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　５月19日（木）龍野小学校で、「人権の花

運動」の伝達式が行われました。

　この取り組みは、子どもたちが協力して花

を育てることによって生命の尊さを学び、優

しさと思いやりの心を育むことを目的に町教

育委員会が実施。本町の人権擁護委員と協力

しながら、収穫した花の種を次の学校の子ど

もたちにつなぐことで人権を守ることへの理

解を深めます。

　乙女小児童が育てた花の種は、龍野小の子

どもたちの手で大切に植えられました。

災害から地域を守る建設業　

甲佐町建設業協会が排水訓練を実施

移動販売がやってきた ！

若草保育園の園児が買い物体験

いのちの種をつなぐ　  

龍野小学校で「人権の花運動」伝達式

▼緑川へ排水するポンプやホースの設置手順を確認する建設業協会の皆さん

▲熱心に花の種を植える龍野小の子どもたち

▼

西
山
健
治
さ
ん
か
ら
商
品
を
購
入
す
る
園
児

　

５
月
20
日
（
金
）
甲
佐
町
建
設

業
協
会
（
山
形
學
会
長
）
の
18
人

が
、
昨
年
12
月
に
完
成
し
た
下
横

田
排
水
ポ
ン
プ
場
で
排
水
訓
練
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
排
水
施
設
は
、
大
雨
で
内

田
川
が
増
水
し
、
住
宅
地
の
排
水

が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
で
発
生
す
る

内
水
氾
濫
に
よ
り
、
住
宅
の
浸
水

や
周
辺
道
路
の
冠
水
と
い
っ
た
被

害
が
起
こ
る
の
を
軽
減
す
る
た
め

町
が
整
備
。
町
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
に
ほ
ど
近
い
緑
川
の
堤
防
そ

ば
に
作
ら
れ
た
こ
の
施
設
に
は
、

可
動
式
ポ
ン
プ
４
台
が
備
え
付
け

ら
れ
て
お
り
、
氾
濫
の
危
険
が
高

ま
っ
た
場
合
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
町

内
の
建
設
業
者
12
社

で
構
成
さ
れ
る
同
協

会
が
、
梅
雨
を
前
に

内
水
氾
濫
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
実
施
。
参
加
者

ら
は
、
大
規
模
な
浸

水
に
備
え
て
、
排
水

ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
を

設
置
し
、
緑
川
へ
排

水
す
る
手
順
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
災

害
協
定
に
基
づ
き
町

と
連
携
し
な
が
ら
地

域
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
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　６月10日（金）令和４年度まつやま塾が開講

しました。

　乙女高齢者福祉センターで行われた開講式では、

指導者の紹介や活動での注意点などの説明があり、

参加者は真剣な表情で耳を傾けました。

　同塾は、地域社会で子どもたちを育むことを目

的に住民の協力を得て、町教育委員会が平成20

年から放課後に開講。ソーメン流しや竹とんぼ作

りなどの体験活動を計画し、主に毎週水・金曜日

に同小学校を中心に年間40回程度、活動を行い

ます。

　開講式後、参加した18人は町から委嘱を受け

た地域の指導者の教えの下、同塾が管理する畑で

ジャガイモの収穫を体験。子どもたちは一生懸命

に土を掘り起こし大きく育ったジャガイモを次々

と収穫しました。

　山﨑湊斗さん（乙女小６年・津志田区）は「こ

んなに土の中にジャガイモが育っていることに驚

いた。肉じゃがやカレーにして食べたい」と話し

ました。

　６月１日（水）緑川を含む県内河川でアユ

釣りが解禁となりました。

　アユ釣りのポイントとして知られる緑町の

中甲橋グリーンパーク付近には、この日を待

ちわびた釣り人や愛好家などが集まり、思い

思いに竿をふるいました。

　甲佐の夏の風物詩である緑川のアユ釣りの

風景は、秋ごろまで楽しめます。また同日、

やな場では３年ぶりに営業が再開。久しぶり

のやな場でアユ料理を堪能しようと町内外か

ら多くの人が訪れ、にぎわいをみせました。

アユ釣り愛好家集まる     

６月１日アユ釣りが解禁

▲中甲橋付近の緑川でアユ釣りを楽しむ釣り人

ジャガイモたくさん掘れた！

令和４年度乙女小「まつやま塾」が開講

▲まつやま塾が管理する畑で、地域の指導者と共にジャガイモ掘りに熱
　心に取り組む子どもたち

　

５
月
29
日
（
日
）
上
揚
の
坂
本
梅

林
で
、
宮
内
梅
ち
ぎ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宮
内
地
区
の
伝
統
を
継
承
す
る
た

め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然
樂
舎
み
や
う

ち
」
（
境
国
嗣
代
表
）
が
主
催
。
例

年
は
、
宮
内
梅
ま
つ
り
と
し
て
地
域

住
民
や
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
加
わ

る
こ
の
行
事
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
規
模
を
縮
小
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
関
係
者
ら
約
10
人
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
手
作
業
で
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
収
穫
し
、
葉
や
枝
を
取
り
除

き
選
別
。
袋
詰
め
さ
れ
た
約
50
キ
ロ

の
梅
は
、
地
域
住
民
な
ど
に
届
け
ら

れ
、
梅
干
し
や
梅
酒
に
し
て
楽
し
ま

れ
ま
す
。

ちぎりたての梅をお届け     

坂本梅林で梅ちぎりを実施

▼

収
穫
し
た
梅
を
選
別
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
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Information

10

後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線107）　

■
歯
科
口
腔
健
診
で
歯
と
口
の
健
康

　

を
保
ち
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
を
対
象
と
し
た
「
歯
科
口
腔
（
こ

う
く
う
）
健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
身
体
の
健
康
と
同
様
に
、
口
の
中
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
日
々
を
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
と
て
も
大

切
で
す
。
口
の
健
康
が
保
た
れ
て
い
な

い
と
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る
だ
け
で

な
く
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
糖
尿
病
や

心
臓
病
な
ど
全
身
の
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に

入
っ
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
毎
年
１
回
の
「
歯
科
口
腔
健
診
」
で
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

※
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
や
６
カ
月
以
上

　
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
、
す
で
に

　
同
様
の
事
業
で
歯
科
健
診
を
受
診
し

　
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　
８
月
１
日
（
月
）
〜
12
月
31
日
（
土
）

※
歯
科
医
院
の
休
診
日
は
除
き
ま
す
。

▼
実
施
場
所

　
町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院
（
受

診
券
と
併
せ
て
一
覧
を
送
付
し
ま
す
）

▼
受
診
料
（
自
己
負
担
）

　
４
０
０
円

▼
検
査
項
目

　
問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、
か
み

合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、
飲
み
込
む

機
能
な
ど

▼
受
診
方
法

①
７
月
中
に
口
腔
健
診
の
実
施
場
所
な

　
ど
に
関
す
る
案
内
文
を
郵
送
し
ま
す
。

　
受
診
券
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

②
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
受
診
を
希
望

　
す
る
歯
科
医
院
に
直
接
予
約
し
て
く

　
だ
さ
い
。

③
予
約
し
た
歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く

　
だ
さ
い
。
受
診
券
と
被
保
険
者
証
、

　
受
診
料
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

選
挙

町総務課　TEL096－234－１１40（ 内線222）　

■�

持
続
可
能
な
選
挙
運
営
の
た
め

に
投
票
区
を
統
合
し
ま
す

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者

の
減
少
を
受
け
て
、
１
行
政
区
１
投
票

区
と
な
っ
て
い
る
２
つ
の
区
域
を
見
直

し
ま
す
。
今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
か
ら
次
の
と
お
り
、
投
票
区
と
投
票

所
を
変
更
し
ま
す
。

①
上
早
川
五
区

・
変
更
前

　
第
６
投
票
区
（
六
谷
公
民
館
）

・
変
更
後

　
第
５
投
票
区
（
龍
野
小
体
育
館
前
ユ

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
）

②
船
津
区

・
変
更
前

　
第
９
投
票
区
（
船
津
公
民
館
）

・
変
更
後

　
第
10
投
票
区
（
乙
女
小
体
育
館
）

　
ま
た
、
旧
第
10
投
票
区
（
麻
生
原
区
、

世
持
区
、
南
三
箇
区
、
中
山
区
、
津
志

田
区
）
の
投
票
所
も
次
の
と
お
り
、
変

更
し
ま
す
。

・
変
更
前
　
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
ま
つ
や
ま

・
変
更
後
　
乙
女
小
体
育
館

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
投
票
所
で
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
載
台

の
鉛
筆
は
消
毒
し
ま
す
が
、
ご
自
身
の

鉛
筆
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
所
も
役
場
庁
舎
の

　

１
階
に
移
動
し
ま
す

　
投
票
日
当
日
は
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
の
み
投
票
が
で
き

ま
す
。
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

日
当
日
に
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
が
開
設
す
る
期
日
前

投
票
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
場
所

　
町
役
場
庁
舎
１
階

▼
開
設
期
間

　
６
月
23
日
（
木
）
〜
７
月
９
日
（
土
）

▼
投
票
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
準
備
す
る
も
の

　
投
票
所
入
場
券
（「
期
日
前
投
票
宣

　
誓
書
欄
」
の
記
入
が
必
要
で
す
）

投票区および投票所が
変 更 に な り ま す

あ な た の 一 票 を 投 じ ま し ょ う

あなたの歯とお口の
健康状態をチェック！！

葉 の 健 康 を 守 り ま し ょ う
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町からのお知らせ　【７月】

11

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線106）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－１１13（ 内線104）

■�

令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
被
保
険

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
水
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
（
日
）
で
す
（
短
期
証
を
除
く
）
。

　
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
使
用
で
き
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い

す
色
）
は
、
７
月
中
旬
に
各
世
帯
主
あ

て
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
お
送
り
し
ま

す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
受
け
取
り
後
、

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
内
容
に
誤
り
が
あ
っ

た
場
合
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限

度
額
認
定
証
の
ご
利
用
を

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で

「
認
定
証
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
住
民
税
の
課

税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
と
、
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
分
か
る
も

の■�

令
和
４
年
度
の
認
定
証
交
付
申
請

は
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
受
付

　
ご
利
用
中
の
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
（
日
）
で
す
。
８
月
以

降
は
令
和
４
年
度
の
住
民
税
課
税
状
況

な
ど
よ
り
改
め
て
区
分
判
定
し
ま
す
。

　
新
し
い
認
定
証
交
付
申
請
は
８
月
１

日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
町
住

民
生
活
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国 民 健 康 保 険 証
更 新 の ご 案 内

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
手
続
き
を

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
と
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
の
免
除
・
猶
予

を
受
け
る
こ
と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢

基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年

金
）
が
確
保
で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
各
々
の
前

年
所
得
（
過
去
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保

　
険
料
を
納
付
し
な
い
と
免
除
が
無
効

　
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　
50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
申
請
方
法
と
免
除
期
間

　
今
年
度
の
免
除
申
請
は
、
令
和
４
年

７
月
分
か
ら
令
和
５
年
６
月
分
ま
で
が

対
象
で
す
。
ま
た
、
対
象
期
間
以
前
の

保
険
料
免
除
も
、
申
請
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
人
が
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
、
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
時
に
継
続

の
申
し
出
を
す
る
と
翌
年
度
以
降
の
申

請
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
失
業
に
よ

る
特
例
申
請
の
場
合
は
、
翌
年
度
も
申

請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
納
付
の
免
除
・
猶
予
期
間
に

応
じ
て
、
将
来
受
給
で
き
る
年
金
額
が

減
少
し
ま
す
。
受
給
額
を
確
保
し
た
い

場
合
は
追
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
準
備
す
る
も
の

　
年
金
手
帳
（
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
）

※
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
離
職
票

　
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

納付免除・納付猶予制度
を ご 存 じ で す か

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

み ほ ん
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Library
町生涯学習センター図書室からの７月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

売れないお笑い芸人・保美と孤

独な老人・賢造。年の差43歳

のコンビが漫才デビューした。

常識はずれな賢造のボケと保美

のツッコミが高齢化社会も生き

づらさも吹っ飛ばし、２人は売

れっ子漫才コンビへとのし上

がったが…。登場人物が魅力的

で一気に引き込まれます。切な

くも温かい読後感の、おすすめ

の１冊です。

小学館

小説

笑いと涙の痛快芸人小説
風 カオル 著 /『名前だけでもおぼえてください』

はじめてのたなばたの読み聞かせに
すとう あさえ 文　おおい じゅんこ 絵 /『みんなのおねがい』

日常・記念日・行事のプチギフトにどうぞ
カミキィ 著 /『カミキィの＜気持ちが伝わる＞贈り物おりがみ』

毎日のコミュニケーションに、

人生の大切な記念日に、みんな

で楽しみたい行事に。おりがみ

作家・カミキィが、気持ちが伝

わるおりがみ作品を折り方の手

順写真とともに紹介します。日

常のさりげないお礼メモや、プ

レゼントに添えるメッセージ

カードなど、もらった人だけで

なく、贈る人も楽しめるおりが

みを紹介した１冊です。

日本文芸社

教養娯楽

乗るとだんだん記憶をなくすミ

ステリーバス、距離も方角もわ

からなくなる二次元銀座商店街

…。認知症のある人が経験する

出来事を「旅のスケッチ」と

「旅行記」の形式にまとめ、だ

れもが身近に感じるストーリー

で紹介。「本人」の視点から、

その気持ちや困りごとが表現さ

れているので、周りの人も理解

しやすい１冊です。

ライツ社

一般書

「本人」の視点で認知症を知る
筧 裕介 著 /『認知症世界の歩き方』

「今日は七夕。うさぎのうー

ちゃんはお友だちにおねがいを

聞いてみました。みんなのおね

がいがお星さまにとどきますよ

うに…。七夕の笹飾りをみんな

でつくって、お星さまにお願い

をする様子が、かわいらしい絵

で表現されてやさしい気持ちが

届きます。０歳〜５歳児の読み

聞かせにおすすめの絵本です。ほるぷ社

がおすすめする本は「六

人の噓つきな大学生」で
す。この本は本屋大賞にノミ

ネートされ、６月に舞台化され

た注目作品です。

　序盤の爽やかな彼らの印象も

相まって二転三転する内容もさ

ることながら、事件当時とその

８年後のインタビューが交互に

くる構成がまた見事で、読み進

めれば進めるほど物語に引き込

まれていき

ます。人間

の裏と表、

自分が信じ

ていた思い

は裏に見え

た１つの黒

さで、儚く

も崩れてし

まう。主人公の波多野祥吾は自

分を信じて行動した結果、勝っ

た。でも余りにも可哀想では…

なんて思いはラスト近くで覆さ

れます。いやむしろ救われた。

「ありがとう」嶌伊織の思いが

シンクロした気がしました。

　この本を読んでいく中でどう

しても、自分の就活の時のこと

を思い出します。何度も落とさ

れ、だんだん自分がわからなく

なっていく気持ちが、分かりす

ぎるほど分かりました。

　是非皆さんも自分の就活の時

のことを思い出しながら読んで

いただければ幸いです。

児童書

私 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『六人の噓つきな大学生』（浅倉 秋成 著）

向山 裕太さん

〔町社会教育課〕

今月の案内人

最終選考に残った６人の就活生。内定
を賭けた議論が進む中、封筒が発見さ
れる。その中には「●●は人殺し」だ
という告発文が。犯人の目的とは。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の貸出について

　図書室では、新刊本や話

題の本などを数多く入荷し

ています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■ 人 権 に 関 す る D V D の
　 貸 し 出 し に つ い て 　

　甲佐町人権教育推進協議会では、
人権について理解を深めていただく
ために、人権啓発に関する DVD の
貸し出しを行っています。現在、ア
ニメーション4本を含む、18本の作
品を貸し出しています。
　各地区・企業・個人などで是非ご
覧ください。今回は２作品をご紹介
します。
● イ ン タ ー ネ ッ ト と 人 権
　（ 3 0 分 ）
　この作品は、主に中高生やその保

護者、教職員を対象に、インター
ネットの危険性や、安全な利用方
法・対策について、分かりやすくま
とめたものです。
● わ た し た ち が 伝 え た い 、
　 大 切 な こ と （ 3 1 分 ）
　この DVD は「全国中学生人権作
文コンテスト」入賞作品に基づいて
制作されました。
　『共に生きるということ』や『手
伝えることありますか』など３つの
アニメーションを通じて「人権って
何だろう」と、自分自身の問題とし
て考えてもらうこと目的としていま
す。

　貸し出しについては、甲佐町人権
推進協議会 ( 町社会教育課内 ) にお
尋ねください。

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
５
月
24
日
（
火
）
大
町
公
民

館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
谷
田
病
院
看
護
師
長
の
福
島

由
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
地

域
住
民
19
人
が
熱
中
症
予
防
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
熱
中
症
で
緊
急
搬
送
さ
れ
る

高
齢
者
の
多
く
が
、
安
全
だ
と

思
い
が
ち
な
室
内
で
発
症
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
福
島
さ

ん
は
、
「
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
が
室
温
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
室
温
が
28
度
以
下
に
な

る
よ
う
に
温
度
計
で
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
夏
は
汗
を
か
く
機
会
が
増
え

ま
す
。
気
温
が
高
い
時
は
特
に

注
意
し
て
、
の
ど
が
渇
い
て
い

な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
25
日
（
水
）
上
揚
公
民

館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
く
ら
し
安
全
推
進
室
の
永

井
恒
一
室
長
を
講
師
に
迎
え
、

地
域
住
民
７
人
が
振
り
込
め
詐

欺
対
策
や
防
災
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
永
井
室
長
は
振
り
込
め
詐
欺

に
つ
い
て
「
役
所
の
職
員
を
語

る
『
還
付
金
詐
欺
』
が
増
え
て

い
ま
す
。
電
話
で
お
金
の
話
が

出
た
ら
家
族
や
身
近
な
人
、
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と

注
意
喚
起
。

　
ま
た
地
域
の
防
災
情
報
な
ど

を
配
信
し
て
い
る
『
こ
う
さ
情

報
た
し
か
め
ー
る
』
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
永
井
室
長
は

「
事
前
に
家
族
で
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
準
備
の
大
切
さ
を
訴

え
ま
し
た
。

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

町
公
民
館
出
前
講
座

振
り
込
め
詐
欺
・
防
災

町
公
民
館
主
催
講
座

▲上揚区の皆さんに防災対策を呼

び掛ける永井室長

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館からのご連絡

公民館自主講座の訂正　
　

　

　５月１日の行政区配達で戸別配

布した甲佐町公民館講座『2022

年受講生募集』を下記のとおり訂

正します。

記

■公民館自主講座

　講座名　　　　講師・代表

・水墨画　　　 （正）春山千艸

　　　　　　　 （誤）藤本賢治

・相撲甚句　　 （正）佐村誠也

　　　　　　　 （誤）佐野治吉

・朗読教室　　 （正）甲斐孝子

　　　　　　　 （誤）高田康夫

・町民コーラス （正）上田芳枝

　　　　　　　 （誤）井芹ミツエ

　最新情報については町公式ウェ

ブサイトをご覧ください。

▲福島さんの説明に耳を傾ける

大町区の皆さん

▲人権学習の教材としてお役立て

ください。
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❖
健
康
と
要
介
護
状
態
の
中
間

　

の
段
階
「
フ
レ
イ
ル
」　

　
介
護
予
防
と
は
、
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
元
気
な
う
ち
に
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
す
。
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
健
康
な

状
態
に
戻
る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
段
階
で
加

齢
に
よ
り
心
身
機
能
が
衰
え
た
状
態
を

「
フ
レ
イ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
状

態
に
な
る
と
、
そ
の
後
2
年
間
で
要
介

護
認
定
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
フ
レ
イ

ル
」
は
早
い
う
ち
か
ら
対
策
を
行
え
ば
、

健
常
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
と

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
フ
レ
イ
ル
」
の

段
階
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

❖
「
フ
レ
イ
ル
」
の
状
態
か
確
認

　

し
て
み
ま
し
ょ
う

　
自
身
の
該
当
す
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
6
カ
月
間
で
2
～
3
キ
ロ
の
体
重
減

　
少
が
あ
っ
た
。

□
以
前
に
比
べ
て
歩
く
速
度
が
遅
く
　

な
っ
て
き
た
と
思
う
。

□
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
運
動
を
週
1
回

　
以
上
し
て
い
な
い
。

□
5
分
前
の
こ
と
を
思
い
出
せ
な
い
。

□
（
こ
こ
２
週
間
）
わ
け
も
な
く
疲
れ

　
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

　
５
項
目
の
う
ち
、
３
項
目
該
当
し
た

人
は
「
フ
レ
イ
ル
」、
１
項
目
で
も
該

当
し
た
人
は
「
プ
レ
フ
レ
イ
ル
（
フ
レ

イ
ル
の
前
段
階
）」
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
い
人
で
す
。

❖
楽
し
く
で
き
る
介
護
予
防
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
、
介
護
予
防
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
を

各
地
区
で
毎
週
１
回
、
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
体
操
や
脳
ト
レ

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
楽
し
く
介
護

予
防
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
年
に
２
回
の
体
力
測

定
や
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
介
護

予
防
に
関
す
る
講
話
を
実
施
予
定
で
す
。

自
身
の
運
動
機
能
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
が
健
康
で
元
気
な
う
ち
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
秘
訣
で
す
。
ぜ
ひ
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
希

望
者
に
は
送
迎
も
可
能
で
す
。

▼
開
催
曜
日
・
会
場

・
宮
内
、
甲
佐
地
区
…
月
ま
た
は
火
曜

　
日
に
老
人
い
こ
い
の
家
で
開
催

・
竜
野
地
区
…
水
曜
日
に
龍
野
福
祉
ふ

　
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

・
乙
女
地
区
…
木
曜
日
に
乙
女
高
齢
者

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

・
白
旗
地
区
…
金
曜
日
に
白
旗
福
祉
ふ

　
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

※
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
参
加
費
用

　
１
回
の
利
用
に
つ
き
５
０
０
円
（
昼

　
食
代
含
む
）

▼
利
用
者
の
声

　
実
際
に
介
護
予
防
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業

に
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

・
桑
田
勝
子
さ
ん
（
下
横
田
区
）

「
友
人
か
ら
の
誘
い
で
利
用
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
す
こ

と
が
で
き
て
、
雰
囲
気
が
い
い
で
す
。

甲
佐
町
出
身
で
は
な
い
の
で
、
他
の
地

区
の
皆
さ
ん
と
話
せ
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
す
」

・
本
郷
建
司
さ
ん
（
下
豊
内
区
）

「
利
用
す
る
た
び
に
他
の
人
と
お
話
を

す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

体
操
で
膝
、
腰
の
痛
み
も
や
わ
ら
い
だ

気
が
し
ま
す
。
今
は
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の

お
し
ゃ
べ
り
や
体
操
が
、
一
つ
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
が
増
え
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
」

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
町
福
祉
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　（
内
線
１
４
５
）

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

甲佐町地域包括支援センターで

は、町民の皆さんが健康的な老後

の生活を送るためにさまざまな介

護予防サービスを実施していま

す。介護予防サテライト事業の参

加方法など、分からないことがあ

れば、気軽にご相談ください。

内村　渓一郎 保健師

サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
を
活
用
し
て

早
め
の
介
護
予
防
に
取
り
組
も
う

介護予防
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
７月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

７・８月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　７月21日（木）　午前９時

　　８月18日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　７月21日（木）　午前10時

　　８月18日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　８月５日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　７月12日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　８月19日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　７月12日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（金） 身体測定（身長・体重）

４日（月） 七夕飾り作り

６日（水） お絵かき

８日（金） 新聞紙遊び（ジョブカフェ・ブランチ）

11日（月） 風船遊び

13日（水） おやつ作り（変更あり）

15日（金） 水遊び

20日（水） しゃぼん玉遊び

22日（金） 水遊び

25日（月） ブロック遊び

27日（水） 小麦粉粘土遊び

29日（金） 水遊び

育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

山下 珠
し ゅ ら

藍 ちゃん（１歳１カ月）

父・太一 さん　母・朝日香 さん

　（上早川二区）

 これからも元気いっぱいな

　　　　　　珠藍ちゃんでいてね♡
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　今回は、脇腹の筋肉を引き締める

「ツイストレッググレイズ」を紹介

します。この運動は、腹斜筋と腹直

筋を引き締め、くびれ作りとぽっこ

りお腹を解消する効果があります。

このトレー

ニングを毎

日の生活に

取り入れて

体を絞って

みませんか。

■トレーニ

ングの手順

①仰向けに

なり、両手を体の横に置いてくださ

い。

②上半身を固定し腕の力を抜いて、

両足を閉じたまま天井へ向けてまっ

すぐに上げてください。

③息を吸って吐きながら、ゆっくり

大きく足を右へ振ってください。息

を吸いながら必ずスタートポジショ

ンに戻し、吐きながら反対の動作を

行うようにしましょう。

■トレーニングのポイント

　余裕のある人は、ゆっくり動作を

行うことでより筋肉に負荷がかかり、

効果が高まります。

生嶋 祥子さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲腰回りに負荷がかかっていることを意

識し、正しい動作で行ってください。

「ツイストレッググレイズ」

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

大
福
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
都
市
対
抗
野
球

九
州
地
区
予
選
を
戦
い
ま
し
た

簡 単 ！ 腰 回 り の 筋 肉 を
引 き 締 め る ト レ ー ニ ン グ

■
九
州
地
区
予
選
で
善
戦　

　

同
予
選
初
勝
利
を
挙
げ
る

　
５
月
28
日
（
土
）
、
第
93
回

都
市
対
抗
野
球
大
会
九
州
地
区

予
選
が
リ
ブ
ワ
ー
ク
藤
崎
台
球

場
で
開
幕
し
、
大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
（
甲
佐
町
）
が
出
場

し
ま
し
た
。
始
球
式
を
奥
名
克

美
町
長
が
務
め
た
開
幕
戦
は
、

大
福
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
エ
ナ

ジ
ッ
ク
（
沖
縄
県
）
に
４
対
３

で
勝
利
し
、
創
部
３
年
目
に
し

て
同
大
会
で
初
め
て
勝
利
を
挙

げ
ま
し
た
。

　
５
月
31
日
（
火
）
に
行
わ
れ

た
２
回
戦
は
、
前
回
大
会
、
全

国
準
優
勝
の
ホ
ン
ダ
熊
本
（
大

津
町
）
に
力
及
ば
ず
敗
退
。
敗

者
復
活
戦
を
戦
う
も
、
２
回
戦

で
Ｋ
Ｍ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
福
岡
県
）
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

■
甲
佐
の
野
球
チ
ー
ム

　
「
大
福
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」

　
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
「
大
福

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
」
は
本
町
の
白

旗
に
本
社
を
置

く
株
式
会
社
大

福
物
流
の
硬
式

野
球
部
と
し
て

令
和
２
年
２
月

に

活

動

を

ス

タ
ー
ト
。
魅
力
あ

る
会
社
や
業
界

づ
く
り
、
社
員
満

足
度
の
向
上
を

目
指
す
目
的
で

設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
所
属
す
る
選

手
は
、（
株
）
大
福
物
流
の
運

送
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、

物
流
倉
庫
の
作
業
員
な
ど
で
構

成
。
午
前
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
業

務
に
あ
た
り
、
午
後
か
ら
町
内

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
同
社
が
保

有
す
る
本
町
西
寒
野
に
あ
る
屋

内
練
習
場
へ
移
動
し
て
、
練
習

す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
創
部
３
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
新
戦
力
10
人
が
加
入
。
最

年
長
で
24
歳
、
選
手
全
員
20
代

の
若
武
者
軍
団
24
人
が
、
監
督
、

コ
ー
チ
と
一
丸
と
な
っ
て
、
今

年
の
９
月
に
予
定
さ
れ
る
日
本

選
手
権
に
臨
み
ま
す
。

●お問い合わせ先

・甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

　TEL 096-234-1154（内線232）

・大福ロジスティクス公式ホームページ

　URL https://daifuku-logi.jp/

▲藤崎台球場でエナジック（沖縄県）と試合する大福ロジス

ティクス（甲佐町）
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日 月 火 水 木 金 土

6/26

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

6/27 6/28

 口座振替日

 （町税務課）

6/29 6/30

 夜間窓口

 納期限

 （町税務課）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

１

 行政区配達 

 （町総務課）

 成人式の新名称
 アンケート応募期限

 （町社会教育課）

２

 特定健診・若者健診
 ・がん検診（〜７/ ８）

 （町総合保健福祉センター）

３

 【日曜当番医】

 谷田病院

４

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

５ ６ ７

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

８ ９

10

 参議院議員通常選挙

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

11

 

12

 １歳６か月児健診
 ３歳児健診

 （町総合保健福祉センター）

13 14

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

15

 行政区配達 

 （町総務課）

16

17

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

18 19

 心配ごと相談

 （町民センター）

20

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

21

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

22 23

24

 あゆまつり

 【日曜当番医】

 谷田病院

25 26 27 28

 口座振替日

 （町税務課）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

29

 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

30

31

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

8/1

 行政区配達 

 （町総務課）

 納期限

 （町税務課）

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

8/2 8/3 8/4

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

8/5

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

8/6

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細は、町公式ウェブサイトなどをご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【７月】
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会
 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家
 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合
 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

雨
水
で
や
さ
し
い
暮
ら
し

は

じ

め

ま

せ

ん

か

　
町
で
は
、
地
下
水
の
か
ん
養
対

策
お
よ
び
節
水
対
策
と
し
て
、
雨

水
浸
透
ま
す
や
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

の
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

溜
め
た
雨
水
を
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な

ど
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
施
設

・
雨
水
浸
透
ま
す

　
雨
水
を
地
下
へ
と
浸
透
さ
せ
る

　
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た

　
形
状
が
直
径
２
５
０
㍉
㍍
以
上

　
の
装
置

・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

　
貯
留
し
た
雨
水
を
飲
用
以
外
の

　
散
水
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
の

　
施
設
で
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
水

　
を
50
㍑
以
上
貯
留
で
き
る
も
の

　
（
１
世
帯
一
基
ま
で
）

▼
補
助
対
象
者

・
浸
透
ま
す
お
よ
び
貯
留
タ
ン
ク

　
を
設
置
す
る
町
内
の
敷
地
の
所

　
有
者
ま
た
は
使
用
者
で
、
設
置

　
に
つ
き
正
当
な
権
限
を
有
す
る

　
人

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▼
補
助
金
額

・
雨
水
浸
透
ま
す

　
１
基
あ
た
り
１
万
円
ま
た
は
設

　
置
費
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

　（
４
基
を
上
限
と
す
る
）

・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容
量
２
０

　
０
㍑
以
上
）

　
１
基
あ
た
り
設
置
費
の
２
分
の

　
１
と
し
、
３
万
５
０
０
０
円
を

　
上
限
と
す
る

・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容
量
２
０

　
０
㍑
未
満
）

　
１
基
あ
た
り
設
置
費
の
2
分
の

　
１
と
し
、
２
万
４
０
０
０
円
を

　
上
限
と
す
る

▼
申
請
に
か
か
る
注
意
事
項

・
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
敷
地
内
の

　
浸
透
条
件
を
考
慮
し
、
排
水
量

　
の
多
い
雨
ど
い
か
ら
接
続
で
き

　
る
位
置
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
雨
水
浸
透
ま
す
お
よ
び
貯
留
タ

　
ン
ク
に
は
、
雨
水
以
外
の
も
の

　
を
流
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
補
助
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

　
は
、
工
事
を
始
め
る
前
に
申
請

　
が
必
要
で
す
。

・
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
補
助
金
を
交
付
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
に
も
補
助
金
交
付
に
条

　
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】

介
護
保
険
料
を
減
免
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
世
帯
の
主
た
る
生
計

維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、

介
護
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
免
対
象
の
介
護
保
険
料

　
令
和
４
年
度
に
納
期
限
を
迎
え

る
介
護
保
険
料

▼
対
象
者

　
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
に
よ
り
、
世
帯
の
主
た
る
生
計

　
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重

　
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
の
影
響
に
よ
り
、
世
帯
の
主
た

　
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

　
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
ま
た

　
は
給
与
収
入
の
減
少
が
見
込
ま

　
れ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

　
る
人

・
事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か
の
減

　
少
額(

保
険
金
、
損
害
賠
償
等

　
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
べ
き
金
額

　
を
控
除
し
た
額)

が
、
前
年
の

　
当
該
事
業
収
入
等
の
額
の
３
割

　
以
上
で
あ
る
こ
と

・
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

　
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得
以
外

　
の
前
年
の
所
得
合
計
額
が
　
　

　
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
減
免
の
割
合

・
対
象
者
①
に
該
当
す
る
場
合

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

７月３日 谷 田 病 院 096-234-1248

７月10日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

７月17日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

７月24日 谷 田 病 院 096-234-1248

７月31日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

doctor

町税などの滞納処分（５月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ０件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 ０円

tax

町からのお知らせについて
は、詳しくは町公式ウェブ
サイトをご覧ください。
URL  https://www.town.kosa.
　  lg.jp/
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全
額
免
除

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合

　
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

（
減
免
額
は
被
保
険
者
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
） 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　（
内
線
１
４
１
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】

国
民
健
康
保
険
税
を
減
免
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
に
よ
り
世
帯
主
の
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま

た
は
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
減
免
対
象
の
国
民
健
康
保
険
税

　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税▼
対
象
者

　
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
に
よ
り
、
世
帯
主
が
死
亡
ま
た

　
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
の
影
響
で
、
世
帯
主
の
事
業
収

　
入
等
（
給
与
収
入
、
事
業
収
入
、

　
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
）
の

　
減
少
が
見
込
ま
れ
、
次
に
示
す

　
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

・
世
帯
主
の
事
業
収
入
等
の
い
ず

　
れ
か
の
減
少
額
（
保
険
金
や
損

　
害
賠
償
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る

　
金
額
を
控
除
し
た
額
）
が
前
年

　
の
当
該
事
業
収
入
等
の
額
の
３

　
割
以
上
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

・
世
帯
主
の
前
年
の
合
計
所
得
金

　
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

　
る
こ
と

・
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

　
世
帯
主
の
事
業
収
入
等
以
外

　
の
前
年
の
所
得
合
計
額
が
、

　
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
減
免
の
割
合

・
対
象
者
①
に
該
当
す
る
場
合

　
全
額
免
除

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合

　
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

（
減
免
額
は
被
保
険
者
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。） 

▼
申
請
期
限

　
原
則
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

税
各
期
分
の
納
期
限
ま
た
は
令
和

４
年
11
月
30
日
の
い
ず
れ
か
早
い

日▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
５
）

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

５月 年累計

人身事故 ０ ４

物損事故 17 65

盗難など ０ ２

５月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （０）

原 野 ８ （２）

そ の 他 10 （１）

合計件数 20 （３）
６月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

３年ぶりにやな場が再開しま
したが、今回はこのやな場にまつ
わる最新の研究成果についてお話
します。

やな場は寛永九年 (1632) に細
川忠利によってつくられたとされ
てきました。しかし近年、これま
での通説を覆す発見があり、やな
場の起源が初代肥後藩主・加藤清
正にあることが分かりました。こ
のことは、稲葉継陽先生 ( 熊本大
学永青文庫研究センター長 ) が平
成 20 年から続く国史跡指定に向
けた陣ノ内城跡の研究の中で発見
された手紙に記載されていまし
た。

この手紙は、幕府の役人が肥
後国中を巡検する際の宿泊地とし
て希望している「土井之内 ( どい
のうち )」( 現甲佐町豊内 ) につい
て相談する細川三斎 ( 忠興 ) と忠

利親子によるものです。この中で
三斎は「土居之内 ( どいのうち )」
には「古肥後茶屋」があると記し
ています。「古肥後」とは「加藤
清正」を指す語であることが分
かっています。また、その茶屋は

「川狩」の茶屋であるとも記され
ており、川漁専用の茶屋であるこ
とが明らかになりました。

このことから、やな場の起源
は加藤清正の時代までさかのぼる
ことが分かってきました。つまり、
やな場は加藤清正によって設置さ
れ、細川忠利によって復興整備さ
れたことが明らかになった、との
ことです。今年は、やな場の起源
である加藤清正に想いを馳せて
久々の鮎を楽しまれてはいかがで
しょうか。

なお、この研究の詳細は、町図
書室で閲覧および借用できます。

甲佐町の文化財探訪　〜第 106 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　
　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（５月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 228,360 21,080 9,040

資 源 ご み 22,980 ▲830 ▲800

粗 大 ご み 4,570 ▲80 ▲990

合 計 255,910 20,170 7,250
※単位・㌔ 

『歴史のいまを読む - 熊本・永青文庫からの発信 -』 上　原 聡 社会教育係長
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ｉ

お
知
ら
せ

町

の

防

災

情

報

を

お

届

け

し

ま

す

　
町
の
メ
ー
ル
ア

プ
リ
「
こ
う
さ
情

報
た
し
か
め
ー
る
」

を
ぜ
ひ
、
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の

申
請
受
付
が
ス
タ
ー
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
第
２
弾
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
登
録
や
公
金
受
取
口
座
の
登

録
な
ど
で
、
最
大
２
万
ポ
イ
ン
ト

（
２
万
円
相
当
）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
４
）

ｒ

募
集

各

種

自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

す

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊
）

　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
）

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

※
い
ず
れ
も
高
卒
者
ま
た
は
高
専

　
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

●
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
限

・
航
空
学
生
　
９
月
８
日
（
木
）

・
一
般
候
補
生
　
９
月
５
日
（
月
）

※�

自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
し

て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　
城
募
集
案
内
所

　
TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

熊
本
で
就
職
す
る
あ
な
た
の

奨
学
金
返
還
を
サ
ポ
ー
ト

　
県
で
は
、
若
者
の
県
内
就
職
と

定
着
、
県
内
企
業
な
ど
の
将
来
の

中
核
を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
、

県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
て
、

県
内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金

返
還
や
赴
任
費
用
等
（
引
っ
越
し

代
や
交
通
費
な
ど
）
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
就
職
者
を
対
象
に
、

制
度
に
参
加
す
る
県
内
企
業
（
参

加
企
業
）
や
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
若
者
（
登
録
者
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
企
業
の
募
集
期

限
は
７
月
29
日
（
金
）
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
就
職
・
奨
学
金
返

還
等
支
援
情
報
サ
イ
ト
「
く
ま
活

サ
ポ
ー
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
８

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」
７月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室
　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール
　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室
　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時

●ノルディックウォーキングスクール
　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール
　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール
　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール
　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室
　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月～金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先
　　町教育委員会社会教育課
　　 TEL 096-234-2447（内線325）

▼

里
親
制
度
に
つ
い
て
理
解
を　

　

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

トランポリンスクール

参加者の皆さん
今日も練習がんばるぞ！

【鳥獣被害】甲佐町有害鳥獣駆除隊の後継者育成を支援
Information

●お問い合わせ先　町農政課　 TEL 096‐234‐1176

　町では、鳥獣被害対策の一環とし

て、甲佐町有害鳥獣駆除隊へ駆除を

委託しています。

　同隊は、熊本県猟友会甲佐支部の

有志28人で構成され、法律に基づく

町の許可を受けて駆除を実施。町が

有害鳥獣に指定するイノシシやニホ

ンジカなどを対象に猟銃やわなを

使った捕獲を行っています。

　町では、イノシシなどによる農作

物への被害防止につながる同隊の担

い手を育成するため、ライフル銃や

散弾銃といった猟銃の使用に必要な

「第一種銃猟免許」やくくりわななど

の使用に必要な「わな猟免許」の取

得に要する経費の一部補助していま

す。

　本町の安全な暮らしを守ることに

もつながる狩猟免許の取得に挑戦し

てみませんか。

■鳥獣被害を防ぐ担い手の育成を支援

▼

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
甲
佐
町
有
害
鳥
獣

　

駆
除
隊
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！

20Public Relations KOSA
July 2022



Monthly Information

ｃ

開
催

消

防

設

備

士

試

験

を

開

催

し

ま

す

　
令
和
４
年
度
第
１
回
・
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験
が
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊

本
市
消
防
局
、
県
内
の
消
防
本
部

な
ど
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
程

　
第
１
回
　
９
月
４
日
（
日
）

　
第
２
回
　
９
月
11
日
（
日
）

▼
試
験
地

　
熊
本
市

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
７
月
14
日
（
木
）
〜
21
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　
７
月
11
日
（
月
）
〜
18
日
（
月
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

ｃ

く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
メ
ー
ル
」
に

登

録

し

よ

う

　「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の

安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を

図
る
た
め
、
県
内
で
発
生
し
た
安

全
・
安
心
に
関
す
る
情
報
を
警
察

か
ら
登
録
者
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の

で
す
。

　「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
へ

の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登

録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

Mail

k
1
1
0
@
a
n
s
in
.p
o
lic
e
.p
re
f.

k
u
m
a
m
o
to
.jp
 

へ
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
配
信
内
容

・
声
か
け
事
案
や
不
審
者
の
出
没

　
と
い
っ
た
子
ど
も
に
対
す
る
犯

　
罪
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
情

　
報

・
行
方
不
明
や
高
齢
者
な
ど
の
迷

　
い
人
に
関
す
る
情
報

・
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
に
関
す

　
る
情
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

　
な
情
報

・
強
盗
な
ど
重
要
ま
た
は
特
殊
な

　
犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

・
電
話
で
「
お
金
」
詐
欺
な
ど
の

　
被
害
防
止
に
関
す
る
情
報

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～７月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先
　　町地域振興課
　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・北林　司　様　　宮崎県
・森田　明美様　　東京都
・吉川　直樹様　　群馬県
・蜂谷　和明様　　東京都
・村上　茂樹様　　熊本市
・田中　篤　様　　東京都
・吉本　栄司様　　神奈川県
・竹本　健　様　　東京都
・脇田　有二様　　大阪府
・浜島　秀樹様　　三重県
・片倉　博文様　　神奈川県
・細川　勇太様　　宮城県
・井原　哲也様　　東京都
・吉村　弦　様　　兵庫県
・小島昭太郎様　　神奈川県
・川崎　浩嗣様　　東京都
・浅尾　剛史様　　千葉県
・増田　和子様　　愛知県
・林　　俊成様　　埼玉県
・藤原　彰吾様　　福岡県
・川端　貴夫様　　東京都
・岡村　隆之様　　東京都
・近藤　隼人様　　大阪府
・藤村　泰史様　　愛知県
・表　　克人様　　京都府
・牟田　恭尭様　　神奈川県
・野本　祥一様　　東京都
・臼杵　琴　様　　香川県
・高橋　一好様　　岩手県
　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和４年度寄附金額合計
  　　６１３３万円（５月31日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト
　「ふるさと納税」ページ
　　　https://www.town.kosa.lg.  
　　　jp/q/aview/136/233.html

URL

▼

里
親
制
度
に
つ
い
て
理
解
を　

　

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●里親制度についてのパネル展

　里親制度の周知・啓発を目的に、パネル展を開
催します。ぜひご覧ください。
▶期　間　７月 11 日（月）〜 19 日（火）

▶主　催　児童養護施設「広安愛児園」

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

 「麦まめ君」
こうさんもんNo.17

▶おがた健康農園
　　　  TEL  096-234-1404

甲 佐 町 からの お 知 ら せ

■お問い合わせ先　
　甲佐町観光協会（町地域振興課内）　 TEL 096-234-1154

７月 24日（日）あゆまつり開催決定！
「甲佐×美里」情報定期便

▶開会セレモニー
  ・午前９時～　町生涯学習センター・ホール
▶花火大会
  ・ 午後８時 20 分～午後８時 50 分
　 中甲橋グリーンパーク
 ※最新情報は町公式ウェブサイトをご覧ください。▲

甲佐の夏の風物詩「あゆ
まつり」が３年ぶりに帰っ
てきます！

商店街に並ぶ屋台や提
灯に夜空を彩る打ち上げ花
火。夏休み最初の日曜日を
ご家族で楽しみましょう！
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棚田

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

コ
ロ
ナ
禍
の
復
興
願
い
竹
あ
か
り
願
い
よ
届
け
と

水
面
に
ゆ
れ
る�

池
田
キ
ヨ
子

嫁
ぐ
孫
花
嫁
姿
き
れ
い
よ
と
亡
夫
に�

語
り
て
幸
せ

祈
る�

赤
星　

文
子

目
を
さ
ま
し
何
気
な
く
日
を
過
ご
せ
る
は
幸
せ
多

き
事
と
知
る
な
り�

緒
方　

明
美

限
界
だ
苦
労
ば
か
り
の
人
生
に
心
が
荒
れ
て
歌
な

ど
詠
め
ぬ�

塚
原　

暁
益

夕
闇
に
白
く
輝
く
ど
く
だ
み
は
明
日
は
摘
ま
れ
て

薬
草
と
な
る�

内
田
乃
武
子

変
異
し
て
ま
た
変
異
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
目
覚
め
た

る
ご
と
世
を
渡
り
ゆ
く�

吉
永
由
紀
子

聴
力
の
衰
え
て
良
き
こ
と
も
あ
り
嫌
な
雑
音
聞
こ

え
ず
に
済
む�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

う
ろ
た
え
て

　

ゴ
ル
フ
バ
ッ
ク
は
帰
宅
せ
ん�

広
田
み
ど
り

う
ろ
た
え
て

　

レ

ジ

で

真

っ

青

空

財

布

�

下
山　

千
恵

う
ろ
た
え
て

　

下
り
の
汽
車
に
き
ゃ
あ
乗
っ
た�

志
垣　
　

光

う
ろ
た
え
て

　

着

替

え

ら

し

た

ろ

裏

返

し�

佐
藤　
　

葵

う
ろ
た
え
て

　

人
の
つ
履
い
て
き
ゃ
あ
帰
り�

平
井
や
よ
い

う
ろ
た
え
て

　

航

空

券

な

取

り

戻

る

�

長
原　

産
賀

う
ろ
た
え
て

　

旦

那

の

名

前

き

ゃ

あ

忘

れ�

光
永　
　

六

う
ろ
た
え
て

　

シ
ャ
ツ
か
ら
透
け
る
背せ

な

の
獅し

し子�

井
元
あ
ざ
み

う
ろ
た
え
て

　

カ

バ

ン

に

詰

む

る

貴

重

品�

日
高　

美
里

う
ろ
た
え
て

　

飯
を
食
っ
た
ら
喉の

で

ェ
つ
め
た�

上
田　

梅
清

う
ろ
た
え
て

　

気

持

が

先

で

足

縺も
つ

れ

�

中
村　

南
幸

う
ろ
た
え
て

　

わ

ァ

弁

解

が

苦

し

そ

う

�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

文
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,943 ▲７

女 5,376 10

計 10,319 ３

世帯数 4,416 11

令和４年５月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

５月11日（水）〜６月10日（金）届出

ご結婚おめでとう
marriage

住　所         氏　名    　性別　保護者

船　津　稲葉　結
ゆ な

菜　女　　司

田　口　舛永　明
め い さ

紗　女　　諒

芝　原　佐藤花
は な み

波美　女　　純

　　　　　　　　　　　ほか２件

今月の婚姻夫婦　１組

作り方

①野菜は全て1㌢角に刻みま

しょう。この時、キュウリの

種の部分を取り除いておくと

日持ちが良くなります。

②刻んだ野菜をボウルに入れ、

塩を振り軽く混ぜ冷蔵庫で冷

やしておきます。

③冷やした野菜がしんなりした

ら、ざるに上げしっかり水気

を切ります。 無理に手で絞

らず、ザルのまま冷蔵庫に入

れ、20分程放置します。

④野菜の水気が切れたら容器に

移し入れ、しょうゆとかつお

節で味を整えたら出来上がり

です。

　ご飯だけでなく、冷やしそう

めん・うどん・冷や奴などに

よく合います。ショウガのす

り下ろしやワサビを加えると、

さっぱりとした味わいになり

酒のさかなにもピッタリです。

夏のお助け常備菜

ご存じですか？

　　　７月に入り、暑い夏が

やってきました。冷房が効きす

ぎた部屋にいたり、暑い室外と

涼しい室内を何度も行き来して

いると、自律神経のバランスが

崩れ、体にさまざまな不調が起

こる可能性があります。そんな

時こそ 夏野菜が必要だってご

存じですか？

　夏野菜には体温を下げてくれ

る働きがあります。また紫外線

対策に効果のあるカロテノイド

やビタミン C を多く含むキュ

ウリ・ナスが大きく力を発揮し

てくれます。

　美味しい夏野菜のパワーで、

暑い夏を乗り切りましょう。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

 住　所         氏　名       年齢   世帯主

仁田子　藤本　利生　85　繁　子

豊　内　豊田セイ子　89　セイ子

麻生原　　岡　爲雄　101　爲　雄

豊　内　上村ヨシ子　81　忠　義

　　　　　　　　　　　ほか４人

材　　料（４人分）

ナス　　　…………　　　１本
キュウリ　…………　　　１本
ミョウガ　…………　　　１個
青シソ　　…………　４〜５枚
シシトウ　…………　　　１本
塩　　　　…………　
　　　　　　小さじ１、５〜２
濃口しょうゆ　………
　　　　　　　　大さじ２〜３
かつお節　…………　　　　　
　　　　　　　１袋（５グラム）

　

梅
雨
に
入
り
、
蒸
し
暑
い
毎
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
体
調
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
取
材
で
訪
れ
た
坂
本
梅
林

で
は
、
梅
の
収
穫
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
話
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
逆
に
新
参
者
の
私
に
質
問
攻
め
。

笑
い
の
絶
え
な
い
取
材
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
人
生
で
あ
ま
り
農
業

に
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
、
梅
ち
ぎ
り
は
と
て
も
新
鮮

な
時
間
で
し
た
。
作
業
後
、
お
す
そ

分
け
し
て
も
ら
っ
た
青
梅
は
自
宅
で

梅
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

甲
佐
町
に
住
み
始
め
て
３
カ
月
近

く
経
ち
ま
す
が
、
取
材
に
行
く
た
び

に
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
７
月
は
３
年

ぶ
り
に
「
あ
ゆ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
新
た
な
体
験
が
で
き

る
こ
と
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
志
）
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「
私
た
ち
の
授
業
を
通
し
て
外

国
の
文
化
や
暮
ら
し
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
将
来
海
外
で
生

活
し
た
い
、
働
き
た
い
と
思
う
子

ど
も
た
ち
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と

話
す
の
は
町
内
小
・
中
学
校
で
の

英
語
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
錦

戸
佑
佳
さ
ん
と
バ
ル
ー
シ
・
ユ
ー

セ
フ
さ
ん
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

は
、
町
教
育
委
員
会
に
所
属
し
、

主
に
英
語
教
育
を
支
援
す
る
も
の

で
、
町
内
小
中
学
校
の
英
語
の
授

業
に
参
加
し
、
担
当
教
員
を
補
佐
。

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、

異
文
化
理
解
の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
も
取
り
組
む
。

　

昔
か
ら
日
本
の
文
化
や
歴
史
に

興
味
を
持
ち
、
た
び
た
び
日
本
を

訪
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
出
身
の

ユ
ー
セ
フ
さ
ん
は
、
も
っ
と
日
本

の
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
異
国

で
の
生
活
を
決
意
。
甲
佐
町
の
自

然
の
美
し
さ
や
地
域
の
人
々
の
温

か
さ
に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
つ
つ
、
イ
ギ
リ

ス
の
文
化
を
甲
佐
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
る
と
い
う
。「
子
ど
も
た
ち
は

学
ん
だ
ば
か
り
の
英
語
で
話
し
か

け
て
く
れ
ま
す
。
私
は
そ
の
懸
命

な
姿
を
見
る
と
、
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
英
語
の
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
錦
戸
先
生
は
、

歌
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
授
業
を
心

掛
け
る
。「
英
語
の
上
達
に
大
切

な
の
は
、
英
語
を
好
き
に
な
る
こ

と
。
授
業
で
そ
の
き
っ
か
け
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
。
家
庭
で
は
、
洋

楽
を
聞
い
た
り
異
国
を
旅
す
る
番

組
を
見
た
り
す
る
こ
と
で
、
外
国

へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が

異
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
錦
戸
先
生
。

　

「
英
語
を
話
せ
る
と
、
多
く
の

国
の
人
と
友
達
に
な
れ
る
だ
け
で

な
く
、
就
職
や
海
外
留
学
と
い
っ

た
人
生
の
選
択
肢
も
広
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
秘
め
ら
れ
た
無
限

の
可
能
性
を
活
か
す
た
め
に
も
、

英
語
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

す
２
人
は
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

将
来
を
見
据
え
る
。
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こうさ広 報

楽
し
い
英
語
の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
に

世
界
を
知
る
き
っ
か
け
を
届
け
る

Kosa
Style
こうさ スタイル

にしきど ゆか、バルーシ・ユー

セフ / 外国語指導助手。海外生

活の経験から子どもたちに生き

た英語を伝える。

錦戸 佑佳さん　バルーシ・ユーセフさん
Nishikido Yuka  　　　　Berouche Yousef

〔熊本市〕　　   　　　〔仁田子区〕


